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科
学
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報
告

第
五
十
五
号

1
-
八

二

九
九
八
)

長
崎
県
障
害
児
教
育
史
資
料

(
Ⅱ
)

-

戦
前

･
盲
聾
教
育
編

-

は
じ
め
に

筆
者
ら
は
､
長
崎
県
盲

･
筆
数
育
百
年
を
契
機
と
し
て
長
崎
県
障
害
児
教

育
史

(通
史
編

･
資
料
編
)
を
本
格
的
に
編
纂
し
て
い
-
作
業
を
開
始
し
'

既
に
資
料
編
の
第
Ⅰ
報
と
し
て
本
誌
第
五
十
四
号
に
百
周
年
の
出
発
点
と
な

る
私
立
長
崎
盲
唖
院

(
一
八
九
八
年
創
設
)
を
中
心
に
開
院
当
時
の
新
聞
記

事
や
代
表
的
な
学
則
等
を
掲
載
し
て
き
た
｡
今
回
は
'
そ
の
続
編
と
し
て
'

そ
の
後
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
､
①
長
崎
慈
善
会
規
則
'
私
立
長
崎
盲
唖
院

設
置
広
告
'
私
立
長
崎
盲
唖
学
校
の
学
則
等
の
基
本
史
料
､
②
私
立
長
崎
盲

唖
院
に
お
い
て
長
崎
県
で
最
初
の
聾
唖
教
育
教
師
と
な
っ
た
長
石
安
治
郎
の

百
年
前
の
談
話

(長
崎
県
人
と
し
て
最
初
の
聾
唖
教
育
に
関
す
る
論
稿
)
'

③
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
て
'
慈
善
主
義
の
盲

･
聾
唖
教
育
を

克
服
し
て
長
崎
県
で
は
じ
め
て
盲

･
聾
唖
児
の

｢教
育
の
機
会
均
等
を
要
求

す
る
の
権
利
｣
を
明
確
に
主
張
し
た
日
本
聾
唖
協
会
長
崎
部
会
発
会
式

(
一

九
二
二
年
)
の
記
事
等
を
掲
載
す
る
｡
③
の
記
事
に
は

｢長
崎
新
聞
｣
と

｢東
洋
日
の
出
新
聞
｣
の
両
方
が
あ
る
が
､
紙
幅
の
関
係
で
記
事
が
簡
潔
な

後
者
の
方
を
収
録
し
た
｡

*
長
崎
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
講
座

*
*
長
崎
大
学
大
学
院

(長
崎
県
立
島
原
養
護
学
校
)

平

田

勝

政
了

菅

達

也
‡

<
資
料
-
>
長
崎
慈
善
会
創
設
の
趣
旨

(鎮
西
日
報

明
治
二
十
六
年
十

一

月
十
四
日

2
面

及
び

｢長
崎
慈
善
会
二
十
五
年
誌
｣
2
-

3
頁
)

長
崎
慈
善
会
創
設
の
趣
旨

天
は
善
に
福
し
悪
に
禍
す
と
即
是
れ
天
則
な
り
然
り
と
錐
も
世
界
は
千
変

万
化
に
し
て
無
事
の
良
民
も
亦
災
害
を
被
ら
ざ
る
こ
と
な
し
是
に
於
て
か
慈

善
会
の
必
要
起
る
彼
の
明
治
廿
四
年
十
月
廿
八
日
濃
尾
地
方
の
震
災
の
如
き

古
今
未
曾
有
の
惨
状
を
呈
せ
り
誰
か
之
を
天
別
と
し
て
放
念
す
る
者
あ
ら
ん

や
是
時
に
昔
り
内
外
の
志
士
仁
人
は
奮
て
救
他
の
方
法
を
諦
ぜ
り
我
長
崎
も

亦
二
個
の
慈
善
事
業
興
れ
り

一
は
鹿
-
世
人
に
告
て
四
千
鎗
園
の
義
損
金
を

募
集
し

一
は
音
楽
幻
燈
会
を
組
織
し
其
通
券
料
五
百
六
拾
僚
園
を
岐
阜
愛
知

及
ひ
福
井
の
三
県
に
送
付
し
以
て
被
害
の
同
胞
を
賑
せ
り
今
明
治
廿
六
年
十

一
月
十

一
日
壕
林
館
に
於
て
岐
阜
福
井
の
両
願
よ
り
下
賜
さ
れ
た
る
賞
状
及

ひ
賞
盃
を
披
露
す
る
に
際
し
此
美
挙
を
永
遠
に
保
積
せ
ん
と
欲
し
昔
時
の
発

起
人
に
し
て
尚
存
在
す
る
者
相
議
り
蓑
に
長
崎
慈
善
会
を
創
設
せ
り
夫
り
天

変
地
異
は
猶
ほ
人
身
の
疾
病
の
如
し
長
崎
慈
善
会
は
医
薬
を
以
て
自
ら
任
し

柳
か
天
別
の
紋
を
補
綴
せ
ん
と
欲
す
謹
て
創
設
の
趣
旨
を
述
へ
以
て
志
士
仁

人
に
告
く

長
崎
慈
善
会
発
起
人
総
代
′
安
中
半
三
郎



長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告

第
五
十
五
号

<
資
料

2
>
長
崎
慈
善
会
規
則

(鎮
西
日
報

明
治
二
十
六
年
十

1
月
十
四

日

2
面
)

長
崎
慈
善
会
規
則

第

一
条

本
会
は
長
崎
慈
善
会
と
称
す

第
二
条

本
会
は
天
変
地
異
等
の
災
害
に
遭
遇
し
た
る
同
胞
を
救
他
す
る
を

以
て
目
的
と
す

第
三
条

本
会
々
員
は
国
の
内
外
､
人
の
男
女
を
間
は
ず

第
四
条

本
会
の
目
的
を
施
行
す
る
時
は
総
会
の
決
議
を
経
て
本
会
に
買
ふ

限
り
若
く
は
本
会
発
起
者
と
な
り
廉
く
同
志
者
に
告
け
適
宜
の
方
法

を
以
て
義
損
金
を
募
集
し
て
之
を
贈
興
す

第
五
条

本
会
々
貝
は
毎
年
金
五
拾
銭
を
出
し
之
を
会
費
に
充

つ
但
し
平
素

は
銀
行
に
預
け
置
く
も
の
と
す

第
六
条

本
会
々
貝
中
互
選
を
以
て
幹
事
≡
名
を
置
き
本
会
に
属
す
る
書
類

物
品
を
保
管
し
金
銭
を
出
納
す
総
会
の
招
集
を
為
す
幹
事
の
任
期
は

満

一
ヶ
年
と
す

第
七
条

本
会
は
毎
年
十

l
月
定
期
総
会
を
開
き
会
計
報
告
幹
事
選
挙
を
為

す

第
八
条

此
規
則
の
変
更
を
要
す
る
時
は
総
会
の
多
数
決
に
依
る

<
資
料

3
>
長
崎
盲
唖
院
設
置
公
告

(鎮
西
日
報

明
治
三
十

一
年
六
月
二

十

一
日

3
面
､
二
十
二
日

4
面
､
二
十
三
日

4
面
)

長
崎
盲
唖
院
設
置
公
告

世
間
不
幸
ノ
人
ア
リ
ト
錐
モ
盲
唖
者
ノ
不
幸
ヨ
リ
憐
レ
ナ
ル
ハ
ナ
シ
耳
ア

リ
テ
聴
ヲ
得
ス
ロ
ア
リ
テ
言

フ
ヲ
得

ス
呂
ア
リ
テ
視
ル
ヲ
得
ス
快
楽
享
ル

二

所
ナ
ク
衷
情
訴
ル
能

ハ
ス
其
父
兄
ノ
心
ヲ
察
シ
テ
観
念
セ
ハ
轄
夕
悲
惨

tl堰

へ
ザ
ル
ナ
リ
天
賦
官
能
ノ
完
キ
モ
ノ
誰
力

一
滴
ノ
涙
ヲ
濯
カ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ

ン
我
長
崎
慈
善
会

ハ
コ
ノ
憐
ム
ヘ
キ
不
具
者
ヲ
シ
テ
身
ヲ
修
シ
メ
智
ヲ
啓
キ

独
立
自
活
ヲ
用
ル
ノ
幸
福
ヲ
輿
へ
ン
ト
欲
シ
官

二
講
フ
ヲ
長
崎
盲
唖
院
設
置

ノ
許
可
ヲ
得
本
年
九
月
ヲ
以
テ
開
校
セ
ン
ト
ス
慈
善
有
志
家

ハ
資
金
ヲ
寄
附

シ
不
幸
ノ
子
弟
ア
ル
人
ハ
入
学
ノ
申
込
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

一
､
年
齢
満
九
歳
以
上
ノ
盲
唖
生
徒
二
十
名
ヲ
募
集
ス

一
､
入
学
申
込
期
限
ハ
八
月
三
十

一
日
迄
ス
ー

一
'
束
惰
月
謝
ヲ
要
セ
ス

一
'
規
則
書

ハ
左
ノ
二
所
二
備

ヘ
ア
リ

長
崎
市
酒
屋
町

(安
中
半
三
郎
方
)

長
崎
慈
善
会
事
務
所

長
崎
市
興
善
町

(野
村
宗
四
郎
方
)

長
崎
盲
唖
院
予
定
校
舎

<
資
料
4
>
東
京
盲
唖
学
校
に
お
け
る
長
石
安
治
郎
の
演
説

(明
治
三
十

一

年
七
月
)

(東
京
盲
唖
学
校
唖
生
同
窓
会

｢唖
生
同
窓
会
報
告
｣
第
八
号

9
頁

明
治
三
十
二
年

一
月
)

長
崎
盲
唖
院
設
立
ノ
演
説

余

ハ
此
度
長
崎
慈
善
会
ノ
設
立
二
成
ル
長
崎
盲
唖
院
ノ
碑

二
磨
シ
斯
学
実

地
研
究
ノ
為
メ
京
都
及
宮
地

へ
出
張
ヲ
命
セ
ラ
レ
蓑

二
本
校
諸
氏
ノ
補
助
ノ

下
二
研
究
ヲ
積
ム
ヲ
得
タ
ル
ハ
余
ノ
大

二
幸
栄
何
者
力
之
レ
若
カ
ン
､
余

ハ

長
崎
ヲ
出
テ
初
メ
テ
斯
学
ノ
実
地
教
授
ヲ
見
テ
斯
ク
モ
進
歩
セ
シ
ャ
ヲ
賞
歓



ス
ル
コ
ー
久
シ
親
愛
ナ
ル
諸
君
ノ
熱
心
卜
諸
先
生
ノ
仁
恵
ノ
致
ス
結
果
卜
言

ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
噴
余
ハ
諸
君
ノ
現
状
ヲ
見
ル
ニ
ツ
ケ
昔
日
ノ
盲
唖
子
弟
ヲ

想
起
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
'
文
明
ノ
恩
波
二
浴
ス
ル
諸
君
ハ
益
御
奮
励
ア
ラ
ン
コ

ト
ヲ
祈
ル

<
資
料

5
>
長
崎
盲
唖
学
院
の
事

(鎮
西
日
報

明
治
三
十

丁
年
八
月
十
二

日

2
面
)

曾
て
長
崎
慈
善
会
に
て
設
立
せ
し
長
崎
盲
唖
学
院
に
就
て
は
予
て
東
京
京

都
の
盲
唖
学
校
視
察
と
し
て
上
京
中
な
り
し
長
石
安
次
郎
も
過
○
○
諸
事
の

準
備
留
は
其
緒
に
就
き
た
る
を
以
て
愈
々
来
る
九
月
十

一
日
よ
り
輿
善
町
野

村
氏
方
に
て
開
校
す
る
こ
と
と
な
り
て
既
に
生
徒
の
募
集
に
取
掛
り
居
り
L

が
其
教
授
法
は
先
づ
盲
生
普
通
科
に
て
講
談
'
国
語
'
作
文
'
算
術
'
唱
歌
'

体
操
の
諸
科
を
'
唖
生
普
通
科
に
て
は
読
方
'
作
文
'
習
字
'
算
術
'
筆
談
､

図
画
及
び
体
操
の
諸
科
を
教
授
し
､
卒
業
の
上
は
更
に
進
ん
で
技
芸
科
を
も

授
け

一
般
盲
唖
者
を
し
て
自
活
の
途
を
得
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り
て
差
し

当
り
盲
生
へ
は
野
村
宗
四
郎
氏
'
唖
生
へ
は
長
石
安
次
郎
氏
担
当
教
授
と
云

ふ
｡

<
資
料
6
>
第
十
三
回
長
崎
県
有
志
教
育
会
総
集
会

(十

一
月
六
日
)
に
お

け
る
長
石
安
次
郎
の
談
話

(｢長
崎
県
教
育
雑
誌
｣
第
七
八
号

37
-
38
頁

一
八
九
八
年
十

一
月
)

宇
宙
間
に
於
て
不
幸
者
の
中
に
於
て
最
も
不
幸
に
陥
れ
る
者
は
盲
唖
な
り

と
信
ず
｡
然
る
に
我
国
人
の
特
性
と
し
て
天
災
地
変
等
の
災
厄
に
遭
遇
せ
る

者
は
救
済
す
と
錐
ど
も
盲
唖
を
顧
み
ざ
る
は
慈
善
心
に
富
ま
ざ
る
こ
と
を
断

平
田

･
菅

‥
長
崎
県
障
害
児
教
育
史
資
料

(Ⅱ
)

言
す
｡
夫
れ
盲
唖
は
五
官
の
7
､
二
を
欠
ぎ
可
欄
の
境
遇
に
在
る
も
の
な
れ
ば
我

国
人
は
何
を
以
て
之
を
救
済
せ
ざ
る
や
｡
盲
唖
の
数
は
全
国
を
挙
げ
て
十
商

人
以
上
に
達
し
其
の
一
日
に
食
す
る
米
量
は
少
-
と
も
三
百
石
に
達
す
る
な

り
｡
此
の
多
数
な
る
不
具
者
を
措
て
間
は
ざ
る
は
山豆
に
欠
点
に
非
ら
ず
や
｡

先
日
或
外
人
が
此
の
国
に
於
て
慈
善
事
業
が
何
程
あ
る
や
と
間
ひ
し
に
余
之

に
答
ふ
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
｡
誠
に
遺
憾
な
る
次
第
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
｡

完
全
な
る
人
を
教
育
す
る
は
勿
論
な
る
も
不
具
者
を
教
育
す
る
こ
と
な
き
は

実
に
遺
憾
な
り
｡
而
し
て
盲
唖
は
不
具
な
る
上
に
社
会
教
育
を
受
-
る
を
得

ざ
る
上
に
不
具
者
な
り
と
し
て
教
育
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
人
類
に
非
ら
ず
と

し
'
却
て
之
を
獣
類
祝
し
罵
昔
す
る
も
の
あ
り
｡
之
れ
盲
唖
の
罪
に
非
ら
ず

し
て
社
会
の
罪
な
り
｡
例
は
英
語
を
知
ら
さ
る
人
の
英
語
に
於
け
る
が
如
し
｡

之
れ
等
の
人
は
教
育
し
能
は
ざ
る
に
非
ら
ず
｡
然
る
に
今
日
ま
で
之
を
顧
み

ざ
る
は
誠
に
遺
憾
の
次
第
な
り
｡

而
し
て
唖
者
は
之
を
造
れ
る
に
非
ら
ず
｡
聾
が
原
因
な
り
｡

一
例
を
挙
げ

ん
に
生
み
落
し
た
る
嬰
児
を
し
て
之
に
山
羊
の
乳
を
輿
へ
て
山
間
に
育
て
L

に
遂
に
言
語
を
発
す
る
能
は
ざ
り
し
｡

之
れ
完
全
な
る
人
が
唖
と
な
れ
る
謹
な
り
｡
然
る
に
天
が
斯
る
人
を
造
れ

る
以
上
は
之
を
教
育
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
.
外
国
に
で
は
早
-
よ
り
教
育
法
起

れ
り
｡
現
に
独
逸
に
て
は
ロ
様
を
以
て
教
ふ
る
法
あ
り
｡
盲
生
に
就
て
も
大

学
校
を
設
置
せ
る
庭
多
-
英
国
に
て
は
千
八
百
七
十
二
年
に
五
十
校
'
独
逸

に
て
は
七
十
二
校
斯
く
盛
な
る
に
係

(わ
)
ら
ず
我
国
に
て
は
僅
に
東
京
'

京
都
及
長
崎
の
三
校
に
過
ぎ
ず
｡
我
国
人
常
に
口
に
文
明
を
唱
ふ
る
も
全
く

外
観
の
み
に
し
て
真
の
文
明
と
云
ふ
を
得
ず
｡
而
し
て
学
校
を
起
す
に
は
之

に
伴
ふ
経
費
を
要
す
る
を
以
て
世
の
博
愛
慈
善
家
に
乞
ほ
ん
と
欲
す
｡
唖
生

に
は
手
拳
法
と
発
音
法
の
二
つ
の
教
授
法
あ
り
｡
盲
生
に
は
点
字
法
あ
り
｡

三
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長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告

第
五
十
五
号

教
育
の
成
効
は
完
全
の
人
よ
り
も
十
分
に
其
の
生
計
を
営
む
こ
と
を
得
｡
今

盲
生

一
ケ
月
の
所
得
は
最
高
三
十
鳳
に
し
て
唖
生
は
二
十
鳳
に
上
る
｡
平
均

盲
生
は
十
三
園
に
し
て
唖
生
は
八
鳳
な
り
｡
如
斯
盲
唖
共
に
適
首
な
る
職
業

あ
る
を
以
て
之
を
十
分
に
利
用
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
｡
然
す
る
と
き
は
国
家
の

有
用
の
仕
事
を
な
き
し
む
る
こ
と
を
得
ん
｡

<
資
料
7
>
私
立
長
崎
盲
唖
学
校
規
則

(長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
)

私
立
長
崎
盲
唖
学
校
規
則

第

i
条

本
校
は
盲
唖
子
弟
の
独
立
自
活
に
必
須
な
る
教
育
を
施
す
虞
と
す

第
二
条

教
科
を
分

っ
て
普
通
科
技
芸
科
と
す

第
三
粂

盲
生
普
通
科
教
科
目
は
講
話
国
語
算
術
唱
歌
体
操
と
し
技
芸
科
は

音
楽
抜
錨
術
と
す

第
四
条

唖
生
普
通
科
教
科
目
は
国
語
算
術
筆
談
図
画
体
操
と
し
女
児
の
為

に
は
裁
縫
を
加
ふ
技
芸
科
は
図
画
刺
繍
裁
縫
彫
刻
指
物
と
す

第
五
条

修
業
年
限
は
普
通
科
五
ヶ
年
技
芸
科
四
ヶ
年
と
す

但
卒
業
の
後
更
に
温
習
叉
は
補
習
を
望
む
も
の
に
は
三
ケ
年
以
内

特
に
之
を
許
可
す
る
こ
と
あ
る
へ
し

第
六
条

技
芸
科
に
於
で
は
各
教
科
目
の

':
を
専
修
せ
し
む
る
も
の
と
し
普

通
科
第
三
学
年
に
於
て
は
特
に
技
芸
科
を
兼
修
せ
し
む
る
こ
と
あ
る

へ
し

第
七
条

学
年
は
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
る

第
八
条

休
業
の
定
日
は
左
の
如
し

大
祭
日

祝
日

日
曜
日

諏
訪
神
社
例
祭
日

夏
季

七
月
廿

一
日
よ
り
九
月
十
日
迄

冬
季

十
二
月
廿
五
日
よ
り
翌
年

一
月
七
日
に
至
る

四

第
九
条

学
年
の
終
に
於
て
課
程
の
修
了
若
く
は
全
科
の
卒
業
を
認
む
る
に

は
生
徒
平
素
の
成
績
を
考
査
し
て
之
を
定
む

第
十
条

学
年
の
課
程
を
修
了
せ
し
も
の
に
は
修
業
謹
書
全
科
を
了

へ
た
る

も

の
に
は
卒
業
謹
書
を
授
与
す

第
十

一
条

謹
書
の
書
式
左
の
如
し

番
号

修

業

謹

書

族
籍
戸
主

(誰
男
女
弟
妹
等
)

姓

名
生
年
月
日

本
校
誓

朗
読

㌍

㌍

川
第
何
学
年
の
課
程
を
修
了
せ
し
こ
と
を
苧

私

立

長

崎

年

月

日

学

校

甲

(乙
)
番
号

訴

純

絹

絹

純

絹

純

絹

招

摘

}

卒

業

謹

書

族
籍
戸
主

(誰
男
女
弟
妹
等
)

姓

名
生
年
月
日

本
校
誓

約
,):
㌍

㌍

望

卒
業
せ
し
こ
と
を
苧

年

月

目

私
立
長
崎
盲
唖
学
校
長

何

誰

厘



第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

生
徒
の
入
学
は
学
年
の
初
め
と
す

但
欠
員
あ
る
と
き
は
臨
時
入
学
を
許
す

普
通
科
に
入
学
の
者
は
年
齢
満
八
歳
以
上
と
す

技
芸
科
に
入
学
の
者
は
普
通
科
第
二
学
年
を
修
了
せ
し
も
の
若

く
は
之
に
相
当
す
る
学
力
を
有
す
る
も
の
た
る
へ
し

但
年
齢
満
十
五
歳
以
上
の
も
の
は
学
力
の
如
何
に
拘
は
ら
す
特

に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
あ
る
へ
し

第
十
五
条

入
学
を
志
望
す
る
も
の
は
左
の
書
式
に
依
り
願
書
を
差
出
す
へ

し
其
保
護
人
は
長
崎
市
内
に
居
住
し
て
丁
年
以
上
の
も
の
た
る
へ
し

入

学

願

入

舎

願
何
科
第
何
学
年
生何

誰

右
は
貴
校
に
入
舎
致
さ
せ
度
尤
寄
宿
料
等
の
諸
費
其
他

一
切
の
事
件
は
私

共
引
受
可
申
此
段
相
願
候
也

現

住

所

年

月

日

願
主

(父
兄
又
は
親
戚
)
何

誰

現

住

所

保

謹

人

何

誰

何
歳
よ
り
盲
又

は
唖
と
な
る
先

天
盲
又
は
唖

何
府
県
何
郡
市
町
村
何
番
戸

身
分
職
業
何
誰
男
女
弟
妹
等

何

誰

生
年
月
日

右
今
般
貴
校
へ
入
学
致
さ
せ
度
尤
本
人
身
上
に
関
す
る

1
切
の
儀
は
私
共

引
受
可
申
候
に
付
御
許
容
被
成
下
度
此
段
相
願
候
也

族
籍
現
住
所

年

月

日

願
主

(父
兄
又
は
親
戚
)
何

誰

族
籍
現
住
所

私
立
長
崎
盲
唖
学
校

御
中

第
十
八
条

願
主
及
保
護
人
の
住
所
其
他
身
上
に
異
動
あ
り
た
る
と
き
は
其

都
度
届
出
つ
へ
し

第
十
九
条

疾
病
又
は
止
む
を
得
ざ
る
事
故
に
て
半
途
退
学
せ
ん
と
す
る
も
の

は
其
事
由
を
詳
記
し
願
主
及
保
謹
人
の
連
署
を
以
て
願
出
つ
べ
し

第
二
十
条

疾
病
又
は
事
故
に
て
欠
席
せ
ん
と
す
る
と
き
は
願
主
又
は
保
謹

人
よ
り
届
出
へ
し

第
廿

1
粂

寄
宿
料
は
毎
月
五
日
迄
に
当
月
分
を
納
む
へ
し

(以
下
略
)

保

護

人

何

誰

私
立
長
崎
盲
唖
学
校

御
中

第
十
六
条

生
徒
は
願
主
の
志
望
に
依
り
寄
宿
を
許
す
但
他
人
の
嫌
悪
す
る

疾
患
等
に
雁
り
若
く
は
日
常
の
着
服
喫
飯
等
を
自
ら
弁
す
る
こ
と

能
は
さ
る
も
の
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず

第
十
七
条

寄
宿
を
志
望
す
る
も
の
は
左
の
書
式
に
依
り
願
書
を
差
出
す
へ
し

平
田

･
菅

‥
長
崎
県
障
害
児
教
育
史
資
料

(Ⅱ
)

国号五P｡ ･=㌃哩 型
時 政 毎致 接 遇

五 坐並El過 ユ⊥長嶋方 発 キ ノナ 仮音 方 読 ル 名 第

及 綴 ミ普 及 学午 料

話 リ方通 近シ方書 文易 哩学校学型

四 同

方 発 キ ノナ文 日書 方 読 ル字常 筆

及 綴 ミ 及頒 季辛詰 り方 通 近 知 程
シ方古 文易 ノ 秦

四 同

方発 キ ノナ文 日音 方 読 ル字常 撃

及 綴 ミ普 及 真貞話 リ方 遠 近 知シ方 書 二丈易 ノ 享辛

匹l 同

方 発 キ ノナ文 日音 方読 ル字常及綴 ミ普 及頒詰 り方通 近知シ方 古 文易 ノ 第Ll.I学辛

四 同

五



長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告

第
五
十
五
号

戟縫ノヽ～ 過 戟 体 図 筆 辛

計 縫 操 画 読 節

六 五 四 ′ヽ

逮 & ナ 単 除 方 数
揺 針 戯 ル 形 及 ヘ

時間ノ91617~之ヲ揺ク 法 形 及体 簡単. 加 方一様 音乗 キ

大 五 五

ノ 通 二汗 遊 体 筒 会 住 修 除 方 数
縫 ,rS.I 通 戯 単 話 交 身 及 ヘ
ヒ ノ 体 ナ 際 及 力口方

方 衣類 操 ノレ形 上 衣ノ 食 減 杏乗 キ

- 五 - - - 五ノヽ

ヒ ノ 通 普 選 体 簡 ノ 食 史 イ傷 乗 蕎 少 加
プチ縫 常 i東 倣 単 会 住 群 身 除 キ 数 i成
ヒ ノ 体 ナ 詩 文 料 地 方 ノ 釆
方 衣 揺 ノレ 際 及 稗 加=呼 除
繕 類 形 上 J< 廟 減 方 及

五 五ノ＼

ヒ ノ 通 器 普 選 体 簡 ノ 食 史 修 時 度 加
方 裁 常 械 i由 戯 阜 会 任 理 身 ノ 量 滅
ナ ノ 体 体 ナ 言活 交 料 地 計 衡 乗
方 衣 操 操 ノレ 際 及 甥 算 貨 除
繕 類 形 上 衣 廃 幣

五 五ノ＼

ヒ ノ 通 器 千号遊 体 簡 ノ 食 史_鰭 数 簡 加
方 鼓 常 械 二適 戯 単 会 任 拝 身 比 易 減
ナ ノ 体 体 ナ 話 交 料 地 例 ナ 乗
方 衣 I.-■-. /レ 際 及 理 ル 除

指 彫 戟
物 刺 老妻

八 ノヽ ノし

小 道箱 具類 ノ ′ト 道箱 異類 ノ 編物 橋 繕 裁杵 ヒ ナ'方 方
イ吏 価 単 縫

方 ち 等 ヒ方

- - -

ノ＼ ノ＼ ノ＼

箱 峯 箱 編i 柿 繕 数
蕊 内 盆 物 杵 ヒ ナ

塞ノ 粧 玉飾 ノ 毒 力 歪

顔 nLJr,# 等 差

- - -

ノヽ ノヽ /し

卓 机 石 7早 草 ♯ 等 楠 繕 裁
# * 書 用手花 初 杵 ヒ ナ
棚 笥 検 烏 '方 方

型! 獣 単 縫､ ヒ軍 方拷

- - -

ノ＼ ノ＼ ノヽ

装 石 浮 人 ～ 足 嬬 繕 裁
飾 膏 彫 物 物 袋 杵 ヒ チ
詰 模 BE]山 ' '方 方

刺 図 プ覧 唖繍 画

時 教 秘

ノヽ ノ＼ 数 接 遇 坐技

= 金A,i頼 華 号 塩写 生 画 節ノ本画 -±とこ仁料

Pl]了!千 !又 詰 器 器具 具 具 学相 場 植物 物 物 年

- 同ノヽ ノ＼

同 平 背 嬰 新 事 等 臨 撃糸 賓繍 締 繍 案 写 生 画

植物 柏 柏 柏 植物 物 物 物動 勅 勘 動物 物 物 物 享年

ノヽ ノ＼ 同

同動 植物 物 締 平 背 嬰 新 拳 写 l塩 琴

糸 轟 零繍 繍 繍 繍 案 写 生 画1. . 1- J.

物 物 物 物人 人 ノ＼ ノ＼ 享午

物 物 物 弓勿ーllllfLlltlJ水 水 水 水

ノヽ ノ＼ 同

同 椅 平 曹 嬰 新 車 写 臨 節

糸 糸 賓繍 繍 繍 繍 案 写 生 画事カ動 動 動寸勿 物 物 物人_人 人 人
動 植物 物 四学午

十 l過 体 唱 算 国 請 ･∵∵育坐普過

計 揺 敬 節 き五rTEj 請

/ヽ ′ヽ 特 赦 iLi=

PFl-_ヲ 学授 年 ノヽ ○ 数 授 過
遊 輿 力口 数 リ 方 通 近 発 ス 溝 方 修 第

ク 二 戯 i日 減 へ 万 苦 文 易 音 ル 号長 角 身

ル 於 乗 方 言活 キ ノ ナ 仮 話 等 及 ノ 早 料
ニ テ 除 ン 読 ル - F7

ハ 柁主 芸ト 手=t. rl方 綴 ミ 普 及 閉 路 年
ノ＼ - ′ヽ 岡

シ ヲテ 兼二点 修字 ス ノヽ ○
普 選 複 単 加 数 リ 方 通 近 括 地 修 撃過 度史 昔 音 減 へ 方 青 史 易 稗 身

ヲ ノレ用 者イ 二 体操 乗 方除 話 キ ノ ナシ 方 読 ル方 綴 ミ 普 歴 ノ史 話ノ 享午

シ ノヽム 講請1:J, /ヽ ′ヽ 同
普 遊 複 単 加 リ 方 フ盛 近 科 地 惟 警下 i由 戯 音 音 減 方 青 史 易 ノ 坪 身

ノ 体 莱 話 キ ノ ナ 希 暦 ノ 享午

学一十トヨI 操 除 シ 方 言売 ル方 綴 ミ 普 史 話秤

ノ空∩_戟 ノヽ ○

器 普 避 複 単 致 時 度 加 リ 方 通 近 l 科 地 修 第四早午

械 i由戯 J二乙ユ:乙R E■ ノ i.減 方 書 一丈 易 ノ 珊 身
揺 体 体 計 衡 乗 話 キ ノ ナ 話 廟 ノ
時 操 操 策 貨 除 シ カ 読 ル 吏 活

間ラi械 少 一転 方 綴 ミ 一汗 稗
ノヽ - ′ヽ 同

シチ之ラ揺ク ノヽ ○器 普 避 複 _輿 分 加 歌 リ 方 通 近 利一地 修 節五学午

稚 i垣 戯 .血 立l主一∈ー 数 減 詞 方 脊 文 易 ノ 理 身
体 体 上ヒ 乗 大 詰 キ ノ ナ ;活 歴 ノ



コ!乙日楽 術 鍛 接 ㍉∵ 育

話講 摩接 治銘

五 時 教 毎

ノヽ ○ 数 接 遇 坐隻

琴 針 生学 理 案 案 利 用～去 管 節学午

絃 裏 表 腹 摩 フ言

組 組 修 廃身 剖大意 節 法 料

- - 五 同ノヽ C)

胡 三 琴 大 生 案 案 運 刺 筆享年

弓 絃 裏 表 恵 理 腹 摩 鋭 ラ去

組 組 針 解学 割修 病身 理 節 汰

- - 五 同ノ＼ ○

胡 三 琴弓 絃 裏 表 大 生意 理 案 案腹 摩 治 運 警享午

術 鈍

組 租 針 解学 割修 病身 理 術 法

- - 五 同ノヽ ○

琴 大 生 案 案 袷 第四学年

絃 中 裏 表 恵 理 腹 摩 節

<
資
料
9
>
看
護
人
心
得

(長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
)

一

当
校
長
崎
慈
善
会
ノ
設
置
ニ
カ
カ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
常
二
慈
善
ノ
趣
旨
ヲ

心
得
テ
何
事
モ
忠
実
ナ
ル
ベ
シ

看
護
人
ハ
万
事
職
員
ノ
命
ヲ
奉
ジ
生
徒
二
接
ス
ル
ニ
ハ
専
ラ
慈
愛
卜
親

切
ト
ヲ
旨
ト
ス
ベ
シ

生
徒
ノ
取
扱
ハ
公
平
ヲ
旨
ト
シ
決
シ
テ
愛
憎
偏
頗
二
渉
ベ
カ
ラ
ズ

詞
遣
ヒ
ハ
粗
末
二
渉
ラ
ズ
ヤ
ウ
心
掛
ク
ベ
シ

生
徒
ノ
衣
類
頭
髪
其
他
身
ノ
マ
ハ
リ
ハ
常
二
清
潔
ナ
ラ
シ
ム
ベ
シ

生
徒
ハ
買
喰
立
喰
其
他
不
行
儀
ノ
事
ナ
キ
ヤ
ウ
注
意
ス
ベ
シ

長
上
ノ
参
観
臨
場
ナ
ド
ア
リ
タ
ル
際
ハ
鄭
寧
二
敬
礼
セ
シ
ム
ベ
シ

慈
善
家
ヨ
リ
金
員
又

ハ
物
品
ヲ
生
徒
二
恵
与
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二

職
員
二
届
出
テ
指
揮
ヲ
乞
ベ
シ

一

課
業
ノ
前
後
外
出
時
間
又
ハ
休
憩
時
間
中
ハ
生
徒
ノ
出
入
進
退
動
作
ニ

<
資
料
8
>
長
崎
盲
唖
学
校
基
本
金
蓄
積
規
程

(長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
)

第

1
粂

長
崎
慈
善
会
ハ
附
属
長
崎
盲
唖
学
校
ノ
基
礎
ヲ
確
立
ス
ル
為
メ
本

規
程
二
依
り
同
学
校
専
属
ノ
基
本
金
ヲ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条

基
本
金
ハ
凡
ソ
左
ノ
種
類
二
依
り
蓄
積
ス

1

寄
附
金

二

盲
唖
学
校
決
算
剰
余
金

三

義
財
画
投
入
金

第
三
条

基
本
金
ハ
確
実
ナ
ル
銀
行
二
定
期
預
ケ
金
ト
シ
利
倍
増
殖
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

第
四
条

基
本
金
ハ
全
会
員
ノ
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
他
ノ
費
途
二
支

出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

平
田

･
菅

‥
長
崎
県
障
害
児
教
育
史
資
料

(Ⅱ
)

注
意
シ
常
二
危
険
ノ
恩
ナ
キ
ヤ
ウ
心
掛
ク
ベ
シ

毎
時
間
始
業
ノ
号
鐘
ヲ
聞
ク
ト
キ
ハ
直
二
教
室
二
案
内
ス
ベ
シ

生
徒
外
出
ノ
時
ハ
看
護
人
ハ
成
ル
ベ
ク
同
行
ス
ベ
シ

如
何
ナ
ル
事
情
ア
リ
ト
錐
モ
生
徒
ハ
一
人
外
出
セ
シ
ム
ル
時
ハ
年
長
者

一
人
必
ズ
保
護
ト
シ
テ
同
行
セ
シ
ム
べ
シ

一

外
出
時
間
外
生
徒
ノ
外
出
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
其
事
由
ヲ
申
出

デ
学
校
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

外
出
時
間
内
卜
難
モ
生
徒
ノ
行
先
ハ
其
都
度
職
員
二
届
出
ツ
ベ
シ

生
徒
ニ
シ
テ
怪
我
又

ハ
病
気
等
二
雁
ル
モ
ノ
ア
ル
時
ハ
直
二
職
員
二
届

出
デ
指
揮
ヲ
乞
フ
ベ
シ

生
徒
ノ
所
有
品
ハ
大
切
二
締
ヲ
付
ケ
就
裾
ノ
際
ハ
戸
締
二
注
意
ス
ベ
シ

竜
ラ
ン
プ
火
鉢
等
ハ
常
二
火
元
二
用
心
ス
ベ
シ

七



長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告

第
五
十
五
号

一

非
常
ノ
事
ア
ル
ー
キ
ハ
主
ー
シ
テ
生
徒
ノ
保
護
二
任
ジ
寄
宿
舎
備
品
並

ニ
生
徒
所
有
品
等

二
関
シ
テ
ハ
臨
機
ノ
処
置
ヲ
ナ
ス
事
ヲ
得

寄
宿
舎
内
外
ハ
朝
夕
二
回
必
ズ
清
掃
ス
ベ
シ

食
事
外
出
朝
起
就
裾
等
規
定
ノ
時
間
ハ
カ
メ
テ
之
ヲ
守
ラ
シ
ム
ル
ヤ
ウ

注
意
ス
ベ
シ

<
資
料
‖
>
日
本
聾
唖
協
会
長
崎
部
会
発
会
式
に
お
け
る
宣
言

･
決
議

(東
洋
日
の
出
新
聞

大
正
十

一
年
十

一
月
十
六
日

2
面
)

日
本
聾
唖
協
会
長
崎
部
会
発
会
式

日
本
聾
唖
協
会
長
崎
部
会
発
会
式
は
'
予
報
の
如
-
昨
日
午
後
二
時
長
崎

盲
唖
学
校
講
堂
に
於
て
挙
行
し
た
｡
高
岡
幹
事
の
開
会
の
辞
'
井
上
副
会
長

の
式
辞
'
日
本
聾
唖
協
会
総
裁
山
尾
子
爵
の
告
辞
､
中
尾
会
長
の
告
辞
あ
り

て
､
左
記
宣
言
決
議
を
満
場

一
致
可
決
し
､
次
い
で
職
員
'
同
窓
会
'
校
友

会
代
表
者
の
祝
辞
､
各
地
よ
り
の
祝
電
披
露
等
あ
り
｡
全
部
会
員

(聾
唖
者
)

に
形
容
法
に
て
通
訳
L
t
記
念
撮
影
を
な
し
て
式
を
閉
ぢ
'
校
友
会
会
員
の

活
人
画
の
余
興
あ
り
へ
生
徒
の
手
に
成
り
し
料
理
に
て
晩
餐
会
を
開
き
'
夜

は
活
動
写
真
等
を
催
し
､
和
気
碧
々
裡
に
終
始
し
盛
会
で
あ
っ
た
O
宣
言
及

び
決
議
左
の
如
し
｡

宣
言
我
等
は
本
日
日
本
聾
唖
協
会
長
崎
部
会
を
開
催
す
る
に
当
り
社
会
に
向

っ

て
宣
言
及
決
議
を
為
す
の
光
栄
を
有
す
｡
我
等
聾
唖
者
は
官
能
の
一
部
を
欠

く
が
為
に
常
人
と
伍
す
る
の
困
難
で
あ
る
こ
と
は
世
人
も
常
に
ロ
に
す
る
虞

で
吾
人
自
ら
も
大
に
之
を
認
め
て
居
る
庭
で
あ
る
｡
然
れ
ど
も
向
後
永
久
に

自
己
の
不
遇
に
甘
ん
じ
小
成
に
安
ん
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡
コ
ハ
実
に
現

1＼ノ

今
の
趨
勢
に
反
す
る
も
の
で
あ

っ
て
苛
-
も
生
を
此
の
世
に
享
け
て
真
の
意

義
あ
る
生
活
を
為
さ
ん
と
す
る
も
の
に
到
底
忍
び
得
る
虞
で
な
い
と
思
ふ

故
に
微
弱
な
が
ら
も
社
会
的
に
多
少
自
覚
し
た
る
我
等
聾
唖
者
は
互
に
協

力
す
る
の
必
要
あ
る
を
探
-
感
じ
益
々
団
結
を
固
ふ
し
て
同
志
相
扶
け
相
戒

め
以
て

1
層
品
格
と
技
価
と
地
位
の
向
上
に
努
め
社
会
に
其
存
在
を
認
め
し

め
ね
ば
巳
ま
ざ
る
覚
悟
で
あ
る
｡

決
議

一
㌧
我
等
は
益
々
団
結
を
輩
園
に
し
品
格
の
向
上
と
社
会
的
地
歩
の
進
展
を

期
す

二

盲
唖
教
育
の
必
要
聾
唖
の
人
格
認
識
等
に
就
き
輿
論
を
喚
起
す
る
為
'

県
市
当
局
'
新
聞
記
者
'
教
育
宗
教
家
の
援
助
を
請
ひ
盲
唖
教
育
の
普

及
講
演
会
を
開
く
事

一
㌧
我
等
盲
唖
者
も
国
民
の

一
人
な
り
'
故
に
国
家
に
対
し
て
教
育
の
機
会

均
等
を
要
求
す
る
権
利
あ
り
と
認
む
｡
此
意
味
に
於
て
盲
唖
教
育
令
の

一
日
も
早
-
発
布
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
本
会
長
の
名
を
以
て
其
筋
に
建
議

す
る
こ
と
'
但
し
文
案
は
会
長
に

一
任
の
こ
と


